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【放課後等デイサービスアンケート結果の分析】

＜環境・体制設備＞
療育環境や職員体制では、いずれも適正であると回答があった。一方で、設備のバリアフリー化に関しては、

「どちらともいえない」「いいえ」という回答も得られた。療育スペースはバリアフリーになっているが、出入り
口に階段があり、車いす対応となっていないことが原因であると考えられる。

＜業務改善＞
いずれも適正に実施しているとの回答が過半数であった。一方で、PDCAに関する項目では、少数であるが「どち

らともいえない」との回答がみられた。

＜適切な支援の提供＞
すべての項目において適切に行えていると回答があった。アセスメントや支援方針のすり合わせに職員全員が関

与できるような仕組みがうまくはたらいているものと考えられる。

＜関係機関と保護者との連携＞
学校との情報共有、障害のない子どもとの交流、保護者との課題共有、ペアレントトレーニングの項目はいずれ

も過半数が適切に行えているとの回答であった。一方で、他の項目では実施をしていないものにも適切に行えてい
ると回答してしまう箇所があった。従業員に対して、障害児通所支援事業に関する福祉サービスの仕組みに関する
情報提示や研修が不十分であったと予想される。

＜保護者への説明責任＞
すべての項目において過半数が適切に行えていると回答があったが、父母の会については実施していない為、

「いいえ」の回答が多く得られた。

＜非常時対応＞
すべての項目において過半数が適切に行えていると回答があった。従業員に対する情報の共有や研修の機会が十

分に設けられ、知識の定着にもつながったと考えられる。



【児童発達支援アンケート結果の分析】
＜環境・体制設備＞
療育環境や職員体制では、概ね適正であると回答があった。一方で、生活空間の構造化に関しては、「どちらともいえない」

という回答もみられた。療育スペースにはクールダウンできる個室の部屋や声のボリューム等の掲示物などを貼る工夫をしてい
るが、掲示物をうまく活用しきれていないことが原因ではないかと考えられる。

＜業務改善＞
PDCA、保護者向けのアンケート調査とその公表についてはいずれも適正に実施していると回答があった。一方で、第三者によ

る外部評価においては、「どちらともいえない」との回答もあった。従業員に対して、外部評価の扱いに関する周知が十分でな
かったことが考えられる。研修機会については、すべての職員が「はい」と回答しており、十分に確保されていることが確認さ
れた。

＜適切な支援の提供＞
ほとんどの項目において適切に行えているとの回答が過半数であった。現在、朝礼や終礼等において定期的に支援方針やその

内容について共有や改善に向けた話し合いを行い、その大枠は記録に残し、支援の改善と向上につなげていることが反映された
ものと分析する。一方で、支援開始前後の打ち合わせについて「どちらともいえない」という回答もあった。

＜関係機関と保護者との連携＞
関係機関との連携や情報の共有、障がいのない子どもとの交流、保護者との課題共有、ペアレントトレーニングの項目につい

ては概ね適正に行えているとの回答であった。しかし、その他の項目については実施をしていないものにも適正にできていると
回答してしまう箇所もあった。従業員に対して、障害児通所支援事業に関する福祉サービスの仕組みに関する情報提示や研修が
不十分であったと予想される。

＜保護者への説明責任＞
地域の方との交流自体はあるが、地域住民に向けたイベントや父母の会支援等は行っていないため、「どちらともいえない」

と「いいえ」の回答が多く得られた。それ以外は過半数以上が適切に行えているとの回答が得られた。

＜非常時対応＞
すべての項目において過半数が適切に行えていると回答があり、昨年と比較して研修により十分な周知ができたものと考えら

れる。



【改善策】
アンケート結果を振り返ると、昨年に比べて支援や全般的業務の改善、アレルギー対応や事業所内規定等についての理解は高

い評価を得ることができた。一方で、障害児通所支援の全般的なサービス内容や仕組みについての理解が不十分であることが課
題として挙げられた。

以上を踏まえ、さらなるサービス向上を図るため、以下の点について事業所内で検討した。

①制度やサービス内容の理解の強化

虐待防止や衛生管理、ハラスメント防止等の基本的な研修に加え、事業所内で設けている規定についての研修を随時行ってい
た為、その点についての理解は改善が見られた。一方で、制度に関する理解は、知識が十分に定着していないことが確認された。
児童発達支援・放課後等デイサービスの運営ガイドラインに関する研修を事業所内におけるサービス内容と紐づけながら再度行
い、知識の定着を図っていくこととする。

②情報共有の強化

現在、朝礼や終礼等において定期的に支援方針やその内容について共有や改善に向けた話し合いを行い、支援の方向性につい
てすり合わせを行っている。しかしその大枠は事業所内の記録として残していたこともあり、各個人が保管するものではなかっ
たため、十分に理解できていなかったものと推察される。その為、各職員が支援の方向性について理解したり、知識を定着させ
たりすることができるよう、レポート等を通して、アウトプットの機会を設けていく。また、支援方針については、ケース検討
会議でより広く意見を求め、従業員全体が同じ支援方針で療育を進めていけるよう仕組みづくりを強化していく。
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